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　今月の天象の内で，月と遊星とに就いて述べて見やう．先づ四日午前九
時に木星と月とが會合する．此の時，木星は月の白白3度の邊で並ぶ．次は
四日の午後一時に金星が降交鐵を通過する．五日午後三時には海王星と月
と會合．同日午後七時には水星が遠二黒占を通過する．次いで，十一日午前
八時に水星と月と合．同日午後二時には金星と月と會合・更らに績V・て月
は，此の日午後九時に火星と會合する．十四日午後四時には土星と月と會
合ドト1il日午前九時には木星が下臥となる．飛んで十九日正午には金星と
火星と會合．此の時は金星は火星の北僅かに四分の所で並ぶ。更らに二十
一日午前十時には火星は水星と會合．一目午後十時には天王星と月と’會合．
　今月，特に注意すべき天象は，中旬に出現するししし「座流星群である．
大as　y日頃から二十日頃までgs，1嘔書論の位置は日に依って移動するけれ
ど，大鵬赤維10hOm，赤緯北22。附近，20ち，　ししし「星ガムマ星の近くであ
る．熱心なる會員の観測を希望する，
十nd月の天象 501
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　夏の星座のしわし「，しこと「，　しや「等親しみ深かった姿は，次第に西に傾
いて，今や子午線を逼過しつつあるものは，しおほくま＝，　しこぐま「，しセフ
ェ「CLカシオペヤ「，　Lアンドロメ■，　Lペガス「，　Lうを「，　しくぢら■，　してう
こくしつ「，しぼうをうコ等の諸星座である．殊にLオリオン「の三つ星が，早
や既に，東の＝stc姿を現はし始めては，冬も聞近かに迫った事を感ぜすに
は居られなV・・
　銀河は北寄りに，殆んど東西に流れ，此の流れに滑ふて，しわし「，　しや「
しきつね「，Lはくちょう「等の，夏を代表する星座は西．に並び，　Lオリオゾ，
しふたこ「，Lうしコ，しぎよしや「，　Lペルセ「等の冬を代表するものは東に封
峙してみる．Lペガス「の正方形は殆んど天頂に座を占めて，　Lアンドロメ「
と共に，此の夏冬の代表者の回向の行司役を務める・だが，冬の星座の方
が優勢の様である。しくぢら「のミラ攣光星を始めとして，　Lペルセ「のアル
ゴル，同座の二重星團，Lアンドロメ「の大星霧等，見るべきものが多Vb・
又た，南天に只一人しみなみうを「のフオマルネウトが附近を墜して輝いて
みるのも勇ましVO．
